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令和４年度事業報告 
 

社会福祉法人センチュリー岡山 

 

 社会福祉法人センチュリー岡山は、「社会、地域における福祉の充実・発展」に寄与

することを使命とし、誰もが安心して老後を迎えることができる地域社会を目指して平

成 11年 4月に特別養護老人ホーム阿知の里等の事業を開始し、２４年が経過しました。 

その間、阿知の里、福治の里、楽々園の 3拠点施設の連携で介護や社会的支援の必要

な人が、その能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように、人権の尊重、サ

ービスの質の向上、地域との関係の継続、生活環境・利用環境の向上に努めてまいりま

した。令和４年度には養護老人ホーム楽々園にケアハウス楽々園（特定施設入所者生活

介護）創設工事を行い、令和５年５月からの事業開始に向けた営業活動や体制整備を行

いました。 

経営においては、主力事業の特別養護老人ホームの稼働率が 95％であったが、ショー

トステイ、訪問、デイサービス、養護事業等の各事業は依然厳しい運営でありました。

その結果、法人全体の経常増減差額は対前年比で 12,358千円の減となっています。 

 

１ 事業（運営）について 

（１）連絡調整会議 

       事務部門と事業部門の調整を図るため、連絡調整会議（毎月開催）で事業計画、

各部門ごとの収支等を検討するとともに、各部門からの経営（運営）上の課題（問

題）について発表し共有化を図り、円滑な事業推進に努めました。 

 

（２）労働安全衛生管理 

      大ヶ池診療所（産業医）と契約して、衛生委員会の開催、職員の健康管理に努め

るとともに、個別の特定保健指導や、風邪、インフルエンザ、新型コロナウイルス

等の感染症予防対策に努めました。 

 

（３）介護職員処遇改善等 

      介護職員処遇改善加算等については、介護職員の資質の向上を図り、利用者本位
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の質の高いサービスに努めるために支給されるものであり、介護職員処遇改善計画

を作成し職員の資質向上に努めるとともに職務遂行能力に関する評価（人事考課）

を実施して賃金水準の向上を図った。 

 また、令和４年２月創設の介護職員処遇改善支援補助金（３％程度の賃上げ）が

令和４年１０月から介護報酬に組み込まれベースアップ等支援加算として職員の賃

金改善を行いました。 

 さらに、補助金や措置費で運営しているケアハウス阿知の里と養護老人ホーム楽

々園の介護職、支援員についても令和４年４月に遡って常勤換算１人当たり月額９

千円の処遇改善加算が制度化されたことから処遇改善加算手当を支給しました。 

 

（４）施設整備等 

  ①ケアハウス楽々園新築工事（令和５年５月１日事業開始） 

  総事業費  165,114 千円（補助金 74,466 千円、自己資金 90,648 千円） 

②特別養護老人ホーム阿知の里看取り環境整備工事 

  総事業費  3,695 千円（補助金 3,500 千円、自己資金 195 千円） 

③ショートステイプライバシー改修工事 

  総事業費  5,588 千円（補助金 4,404 千円、自己資金 1,184 千円） 

 

（５）社会福祉法人センチュリー岡山地域福祉戦略 

   高齢者福祉ニーズに対応した心の通ったきめ細かなケアを行い、施設福祉はもと

より地域住民（世帯）が抱える多様で複合的な地域生活課題に社会福祉法人として

取り組むため、関係機関等と連携しながら活動を行った。 

① 地域からの依頼による困難な課題を抱える在宅高齢者等への相談支援 

② 地域住民等から施設へ寄せられた相談（入所を含む）の連絡 

③ 高齢者の居場所づくり（令和２年１月から「ゆうゆうサロン」を実施（現在、

コロナウイルス感染対策のため中止）） 
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